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1.地球温暖化のメカニズム
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地球温暖化のしくみ①

約3割は雲や雪
などに反射されて

宇宙に

約7割が海や
陸地に吸収

太陽光
エネルギー

吸収されたエネルギーは
大気へと放たれ、宇宙へ
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地球温暖化のしくみ②

産業革命以降、石炭や石油を使って多くの二酸化炭素を排出し、

熱は宇宙により逃げにくく ➡ 結果、地球温暖化

二酸化炭素や水蒸気などの温室効果ガス
熱を宇宙に逃げにくくすることで
地球の平均気温を約14℃に保つ

地球の平均気温
約14℃



2.世界の平均気温の推移
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（年）

世界の平均気温の推移

（℃）

出典:気象庁HP 各種データ・資料「世界の年平均気温」

＜世界の年平均気温偏差の経年変化＞
（1981～2010年平均気温との偏差）

偏差値が大きかった年
（1～5位）

❶2020年・2016年（＋0.45℃）

❸2019年（0.43℃）

❹2015年（0.42℃）

❺2017年（0.38℃）



3.地球温暖化の要因



10

➪人間活動の影響とは

化石燃料（石油・石炭等）の燃焼や

森林等の伐採によってCO2などの

「温室効果ガス」が増えてしまっていること

地球温暖化は

人間活動の影響によって引き起こされた

ことに疑う余地がない

地球温暖化の要因



11出典:全国地球温暖化活動防止センター・ウェブサイト

人為的な温室効果ガスの種類



4.温室効果ガス・
二酸化炭素排出量の推移
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世界の人為的な温室効果ガス排出量の推移（種類別）
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※このグラフが対象とした人為起源のCO2とは、化石燃料の燃焼、セメント生産

出典：Our World in Data CO2 emissions
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世界の人為的なCO2排出量の推移（地域別）

産業革命

中国

インド

アジア
（中国・インドを除く）

アメリカ

欧州
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出典：IEA「Greenhouse Gas Emissions from Energy」2021Editionを元に環境省作成

世界のエネルギー起源CO2排出量（2019年）

中国とアメリカ
の2国で世界の
43.5％を占める

日本は世界で
5番目の

CO2排出国
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出典：環境省「2019 年度（令和元年度）の温室効果ガス排出量（確報値）について」

日本のCO2排出量の推移（部門別）

上段（2013年度比）
下段（2005年度比）
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地球温暖化と私たちの暮らし・未来
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